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覚悟の人

中村　慎一
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　今から 20 年ほど前、藤井さんは大きく体調を崩されたことがあった。入院生活から解放

され大学での仕事に復帰されて間もなくのことだったと記憶している。どのような会話の

中だったかは覚えていないが、「俺はいつどうなるかわからないから、できるうちに仕事し

ておかなきゃダメなんだ」とポツリと漏らされた。この人は命がけで考古学研究に打ち込

んでいる――。私にとっては衝撃的な一言だった。これまでに約 70 か所の遺跡を発掘し、

240 篇もの論文や報告をものしたという藤井さんの鬼気迫るまでの探求心は、この「覚悟」

のなせる業なのだと思う。

　その後、幸いにも病状は好転し、最近では年に４～５か月、砂漠のただ中で発掘調査の

陣頭指揮をとられていることは皆さんもご存じのとおりである。しかし、別の意味で、命

がけの状況から脱出できたわけではない。地元のベドウィンに車のブレーキに細工された

り、発掘現場で体のすぐ脇に巨大な石塊が落下してきたりと、命の危険にさらされ続けて

いる。その風貌から、私はよく藤井さんをインディ・ジョーンズになぞらえる。高価な宝

物を発見することはないという点でその比喩は当てはまらないが、いつも命がけという点

では当たっている。

　ところで、藤井さんはいつまでたっても頑固おやじのままである。だいたい、人は年を

とると多少なりとも丸くなるものだが、藤井さんにはそれがない。おそらく、ご本人には

自分が年取ったという自覚がないのだ。若手や学生にも相変わらず厳しい。私など気が弱

いたちなので、傍で見ていてひやひやする。しかし、最近藤井さんに献呈した論文集“Decades 

in Deserts”には国内外の 30 名あまりの研究者から論文が寄せられた。そして、本号にも 6

篇の原稿を頂戴することができた。愛すべき頑固おやじ。藤井さんは幸せ者だと思う。

　今年、映画インディ・ジョーンズの新作が製作され、来年には封切られるそうである。

なんと、77 歳になるハリソン・フォードが主役を続投するというのだから驚きである。藤

井さん、負けてはいられませんよ！
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藤井純夫先生　略歴

1953（昭和 28）年 9 月 28 日　山口県生まれ

■学歴

1972 年 3 月　　山口県立徳山高等学校卒業

1972 年 4 月　　東京大学教養学部文科Ⅲ類入学

1975 年４月　　東京大学文学部考古学専修課程進学

1978 年 3 月　　同上卒業

1997 年 3 月　　博士（文学）学位取得（東京大学大学院人文科学研究科）

　　　　　　　（論文題目『家畜化過程の先史考古学的検証

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―レヴァント南部におけるヤギの家畜化とヒツジの導入について―』）

■職歴

1978 年 4 月　　 岡山市教育委員会文化課　オリエント美術館準備室・学芸員補

1979 年 4 月　　 岡山市立オリエント美術館・学芸員　

1991 年 3 月　　 同上退職　

1991 年 4 月　　 山陽学園短期大学国際教養学科・講師

1994 年 4 月　　 山陽学園大学国際教養学科・助教授　　

1994 年 9 月　　 同上退職

1994 年 10 月 金沢大学文学部・助教授

2003 年 4 月　　 同教授

2008 年 4 月　　 歴史言語文化学系教授

2015 年 2 月 金沢大学人間社会研究域　リサーチ・プロフェサー

2019 年 3 月 同上退職　

■非常勤講師など

1996 年 8 月　　信州大学人文学部非常勤講師（文明動態論）

2000 年 8 月　　新潟大学人文学部非常勤講師（考古学特殊講義）

2010 年 8 月　　山口大学文学部非常勤講師（考古学特殊講義） 　　　 

■所属学会

日本オリエント学会、日本考古学協会、日本西アジア考古学会

■受賞歴

1981 年　流沙海西奨学賞受賞（流沙海西奨学会）

1987 年　日本オリエント学会第９回奨励賞受賞（日本オリエント学会）

2013 年　金沢大学功労表彰受賞
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藤井純夫先生　研究業績一覧（口頭発表は除く）

金沢大学考古学研究室編

1981

藤井純夫 1981 「レヴァント地方初期農耕文化の研究」『岡山市立オリエント美術館研究紀要』1: 1-87.

藤井純夫 1981 「彩文土器に描かれた動植物文について」深井晋司編『デザイン誕生』 250-255, 光村推古書院 .

1982

藤井純夫 1982 「紀元前四千年紀のパレスチナにおける乳の加工利用と遊牧文化的側面について」『岡山市立オリ

エント美術館研究紀要』2: 1-20.

藤井純夫 1982 『植物と文明  1. 西アジア新石器時代の場合』岡山市立オリエント美術館 .

1983

藤井純夫 1983 「西アジアの土製支脚・支脚型土製品」『岡山市立オリエント美術館研究紀要』3: 45-73.

藤井純夫 1983 「鎌刃の装着法分類」『古代オリエント論集（江上波夫喜寿記念論集）』129-152, 山川出版社 .

1985

藤井純夫 1985 「パレスチナ先史文化におけるカップマークについて」『岡山市立オリエント美術館研究紀要』4: 

39-77.

藤井純夫 1985 「鎌を持つ手の左右性」『弥生』15: 2-8, 東京大学考古学研究室談話会 .

藤井純夫 1985 「シリア・レバノン・キプロスの土器」「パレスチナの土器」深井晋司編『世界陶磁全集』20: 201-

220, 小学館 .

藤井純夫 1985 『シルクロード歴史年表』（江上波夫監修）, 新時代社 .

藤井純夫 1985 『西アジアの土器カタログ：1.　キプロスの青銅器時代』岡山市立オリエント美術館 .

1986

Fujii, S. 1986: “Palmyran retouch - Unique technique on proximal end of flint artifact in the inland Syrian PPNB industries. 

Bulletin of the Ancient Orient Museum 8: 25-39.

Nishiaki, Y. and Fujii, S. 1986: A flint collection from Wadi Hauran near Rutba, westernmost Iraq. Bulletin of the Ancient 

Orient Museum 8: 1-23.

藤井純夫 1986 「橇刃（Threshing Sledge Blades）の同定基準について」『岡山市立オリエント美術館研究紀要』５: 

1-34.

藤井純夫 1986 「"Husking Tray" は脱穀盆か」『西アジア考古学通信誌』２: 1-5.

1987

Fujii, S., Akazawa, T., Nishiaki, Y. and Wada, H. 1987: Thaniyyet Wuker: A Pre-Pottery Neolithic B Site on the Lacustrine 

Terrace of Paleo-Palmyra Lake. In: Akazawa, T. and Y. Sakaguchi (eds.), Paleolithic Site of the Douara Cave and Paleo-
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geography of Palmyra Basin in Syria, Part IV: 1984 Excavations, Bulletin of the Museum of the University of Tokyo 29: 29-

39.

藤井純夫 1987 「ビュラン・サイト：レヴァント地方先土器新石器文化の一側面」『岡山市立オリエント美術館研究

紀要』6: 47-73.

藤井純夫 1987 「西アジアにおける玉座の形式とその坐法について」『深井晋司博士追悼、シルクロード美術論集』

1-30, 吉川弘文館 .

藤井純夫 1987 「カイト・サイト：レヴァント地方先土器新石器文化の一側面」『オリエント』29 (2): 63-84.

藤井純夫 1987 （翻訳）「インド世界―考古学の歩み―」田辺勝美監訳『世界考古学図典』238-247, 同朋社 .

1988

藤井純夫 1988 「研究ノート：イラク＝ジャルモ計画」『岡山市立オリエント美術館研究紀要』8: 1-46.

藤井純夫 1988 「“Beaked Blades”の型式分類および二三の問題点」『岡山市立オリエント美術館研究紀要』7: 1-16

藤井純夫 1988 「イラク＝ジャルモ計画における土器編年の総括の再検討」『岡山市立オリエント美術館研究紀要』8: 

47-75.

1989

藤井純夫 1989 「西アジアにおける追い込み猟の系譜」『岡山市立オリエント美術館研究紀要』9: 1-55.

1990

藤井純夫 1990 「紀元前４千年紀のイラン高原における追い込み猟とユーズ（狩猟豹）の利用について」『西南アジ

ア研究』32: 1-20.

藤井純夫 1990 「チータに見られる東西交渉」『オリエンテ』2: 11-19.

藤井純夫 1990 「アメン大神殿の一隅にて」『古代オリエント』11: 1-4, NHK 学園 .

藤井純夫 1990 「はるばる来たぜペルシア湾」『古代オリエント』15: 1-3, NHK 学園 .

藤井純夫 1990 「彩文土器」天理大学他編『天理大学附属天理参考館 ひとものこころ 古代オリエントⅠ』154-158, 

天理教道友社 .

藤井純夫 1990 『岡山市立オリエント美術館展示あんない』岡山市立オリエント美術館 .

1991

藤井純夫 1991 「イスラームの伝統的墓制「サプトマ・メザル」について」『オリエント』33 (2): 106-116.

藤井純夫 1991 「テル (1) – その成因」『古代オリエント』19: 12-14, NHK 学園 .

藤井純夫 1991 「テル (2) – その発見法」『古代オリエント』20: 9-10, NHK 学園 .

藤井純夫 1991 「テル (3) – その掘り方」『古代オリエント』21: 8-9, NHK 学園 .

藤井純夫 1991 『岡山市立オリエント美術館館蔵品図録』岡山市立オリエント美術館 .

藤井純夫 1991 （翻訳）「中近東の初期農耕民」他　クリス・スカー編『朝日＝タイムズ世界考古学地図』朝日新聞社 .

1992

藤井純夫 1992 「テル (4) – その社会的成因」『古代オリエント』23: 8-10, NHK 学園 .

藤井純夫 1992 「テル (5) – その未来像」『古代オリエント』25: 14-16, NHK 学園 .

1993

Fujii, S. 1993: Theoretical Reassessment of Blade/Bladelet Width Formation: 1. Correlation with Number of Central Ridges. 
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Bulletin of the Ancient Orient Museum 14: 23-32.

藤井純夫 1993 「『冊府元亀』外臣部朝貢篇に見える豹について」『古代オリエント博物館研究紀要』14: 143-167.

1994

藤井純夫 1994 「中央アナトリアにおける新石器文化遺跡の分布調査概報１：ハジュベイリ・ホユック」『アナト

リア考古学研究』3: 159-78.

藤井純夫 1994 「ムギはなぜパンになってしまったのか」『古代中近東の食の歴史をめぐって』10-19, 中近東文化セ

ンター .

1995

Fujii, S. 1995: Hacibeyli Höyük: A Pre-Pottery Neolithic site in the Yay-Gölü Lake Basin, central Anatolia. In: H.I.H. Prince 

Takahito Mikasa (ed.), Essays on Ancient Anatolia and Its Surrounding Civilizations, pp.131-152, Wiesbaden: Otto 

Harrassowitz Verlag.

藤井純夫 1995 「ムギが先か，文化が先か：西アジア農耕起源論の再検討」古代オリエント博物館編『文明学原論』

79-98, 山川出版社 .

藤井純夫 1995 「西アジア農耕起源論の出発点―完新世初頭における野生種ムギの分布―」常木晃・松本健編『文

明の原点を探る―新石器時代の西アジア―』10-32, 同成社 .

1996

Fujii, S. 1996: A Preliminary survey in the al-Jafr Basin, southeastern Jordan. Neo-Lithics 1/96: 4-5.

藤井純夫 1996 「先史時代を旅する 1　―ナトゥーフ人の健康問題―」『古代オリエント』44: 4-9, NHK 学園 .

藤井純夫 1996 「先史時代を旅する 2　―奇怪なる遺物―」『古代オリエント』46: 5-9, NHK 学園 .

藤井純夫 1996 「先史時代を旅する 3　―洞窟のイデア―」『古代オリエント』47: 5-9, NHK 学園 . 

藤井純夫 1996 「西アジアの戦いのはじまり」『倭国乱る』140-143, 朝日新聞社 .

藤井純夫 1996「学会動向　「ヨルダン史研究会」の紹介」『オリエント』39 (1): 166-172.

1997

藤井純夫 1997 「シンポジウム：牧畜文化の形成と展開」『草原考古通信』8: 30-32, 草原考古研究会 .

藤井純夫 1997 「先史時代を旅する 4―先史時代から歴史時代を見る―」『古代オリエント』48: 5-8, NHK 学園 .

藤井純夫 1997 「ヨルダン新石器文化遺跡の予備調査」松本健編『平成７年度　西アジア史研究のデータベース化

に関する総合的研究』53-56, クバプロ .

藤井純夫 1997 「西アジア初期新石器文化における住居遺構の判定基準―件数比・面積比・活動痕跡―」藤本強編『住

の考古学』225-243, 同成社 .

藤井純夫 1997 「ヨルダン考古学への招待」『日本西アジア考古学会通信』16-19, 日本西アジア考古学会 .

1998

Fujii, S. 1998: Qa’ Abu Tulayha West: An interim report of the 1997 season. Annual of the Department of Antiquities of Jor-

dan 42: 123-140.

藤井純夫 1998 「「肥沃な三日月地帯」の外側―ヒツジ以前・ヒツジ以後の内陸部乾燥地帯―」『岩波講座世界歴史

　第 2 巻　オリエント世界』97-124, 岩波書店 .

藤井純夫 1998 「西アジアの先史美術」田辺勝美・松島英子編『世界美術大全集　東洋編第 16 巻　西アジア』333-

342, 小学館 .
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藤井純夫 1998 「ヨルダン南部沙漠地帯における石器製作址「カア・アブ・トレイハ」」古代オリエント博物館編『平

成９年度　古代オリエント世界を掘る : 第 5 回西アジア発掘調査報告会報告集』28-34, クバプロ .

藤井純夫 1998 『アル・ジャフル盆地表採資料の分析とレヴァント地方内陸部新石器文化の比較研究』平成８－９

年度文部省科学研究費補助金研究成果報告書 , 全 74 頁 .

1999

Fujii, S. 1999: Qa’ Abu Tulayha West: An interim report of the 1998 season. Annual of the Department of Antiquities of Jor-

dan 43: 69-89.

Fujii, S. 1999: Qa’ Abu Tulayha West. In: E. Egan and P. M. Bikai (eds.), Archaeology in Jordan. American Journal of Ar-

chaeology 103/3: 496-498.

藤井純夫 1999 「「群れ単位の家畜化説」―西アジア考古学との照合―」『民族学研究』64 (1): 28-57.

藤井純夫 1999 「新石器時代の「町」イェリコの人口」『考古学雑誌』84 (4): 1-26.

藤井純夫 1999 「西アジア初期農耕文化の土地選択―低湿地園耕の成立と展開―」常木晃編『現代の考古学　第 3

巻　食糧生産社会の考古学』22-49, 朝倉書店 .

藤井純夫 1999 「肥沃な三日月弧の外側：カア・アブ・トレイハ西遺跡の第二次調査」日本西アジア考古学会編『平

成 10 年度　古代オリエント世界を掘る : 第 6 回西アジア発掘調査報告会報告集』25-32, クバプロ .

藤井純夫 1999 「ギルス出土「禿鷲の碑」の図像解釈 – 初期王朝時代後半における密集方陣の編成について」辻成

史編『美術史における「アルケオロジー」の諸相』文部省科学研究費補助金研究成果報告書 : 67-84.

2000

Fujii, S. 2000: Qa’ Abu Tulayha West: An interim report of the 1999 season. Annual of the Department of Antiquities of Jor-

dan 44: 149-171.

Fujii, S. 2000: Qa’ Abu Tulayha West: American Journal of Archaeology 104 /4: 572-574.

藤井純夫 2000 「ウルク出土「獅子狩り碑」に表された直剪鏃について」『西南アジア研究』53: 1-23.

藤井純夫 2000 「乾燥地考古学の諸問題：1. 遊牧民の考古学的可視性」『沙漠研究』10 (4): 259-268.

藤井純夫 2000 「新石器時代の「町」イェリコの周壁」『考古学雑誌』85 (3): 1-36.

藤井純夫 2000 「テント以前の遊牧民：カア・アブ・トレイハ西遺跡の発掘調査から」『第 11 回日本沙漠学会講演

要旨集』35-36, 東京農業大学 .

藤井純夫 2000 「ヒツジ以前・ヒツジ以後 – ヨルダン内陸部における沙漠観・ステップ観の変遷」『日産科学振興財

団研究報告書』23: 41-44.

藤井純夫 2000 「「肥沃な三日月弧」の外側：カア・アブ・トレイハ西遺跡の第三次調査」日本西アジア考古学会編『平

成 11 年度　古代オリエント世界を掘る : 第 7 回西アジア発掘調査報告会報告集』43-49, クバプロ .

2001

Fujii, S. 2001: Qa’ Abu Tulayha West, 2000: An interim report of the fourth season. Annual of the Department of Antiquities 

of Jordan 45: 15-39.

藤井純夫 2001 『ムギとヒツジの考古学』同成社 , 全 344 頁 .

2002

Fujii, S. 2002: Qa’ Abu Tulayha West, 2001: An interim report of the fifth season. Annual of the Department of Antiquities of 

Jordan 46: 19-37.

Fujii, S. 2002: Pseudo-settlement hypothesis: Evidence from Qa’ Abu Tulayha West, southern Jordan. Archaeozoology of the 
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Near East 5: 181-194.

Fujii, S. 2002: A brief note on the 2001-2002 winter season survey of the al-Jafr Basin in southern Jordan. Annual of the De-
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